

























とメアリと共作で『シェイクスピア物語』（Tales from Shakespeare, 1807）を
はじめとする子供向けの作品を手掛ける。そして季刊誌『リフレクター』
（The Refl ector）などに寄稿を重ねた後に、1820 年から『ロンドン雑誌』（The 
London Magazine）で掲載され人気となった随筆をまとめたものが『エリア随筆』
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」（55）なるものを
分野や種類のみならず作家名まで挙げてあからさまな嫌悪感を見せており、権
威や豪華な装丁よりも内容の面白さを重んじるその確固たる姿勢は実に小気味
よい。さらに、ラムは読書についても彼の個人的価値観を披露し、書物を読む
タイミングと場所、環境がいかに大切かを述べ、露店での立ち読みに対しても
寛容な姿勢を見せている。知り合いの息子の立ち読み経験を引き合いに出しな
がら、金銭的に本を買う余裕がなく、いつ店主に注意されるかと内心ドキドキ
しながら立ち読みするスリルと緊張が驚くほどの集中力を生み、他では得るこ
とのできない満足感を得ることができるのだと好意的にとらえている。
このように、ラムの随筆に出てくる事象や事柄に不慣れであっても、充実し
た注釈と解説が懸け橋となり、ストレスを感じることなく 200 年前のラムの随
筆の世界に浸ることができる。ラムの世界観と楽しさを味わうためにもぜひ注
釈と解説を参照していただき、随筆の社会的背景や文学的コンテキストととも
にその優美なスタイルを楽しんでいただきたい。
